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放物線(1)と(2)は、2つの相違なる交点を持つから 
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①の条件下で、題意を満たす点 P の x座標を とすると 
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③を整理すると 
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これを②と辺々足すと 
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④を①に代入して整理すると 2)2(
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04)2(84 22  aaa であるから、すべての実数 aについて、 0842  aa が成立する。 

すなわち、④が成立するとき、必ず①が成立する。 

 

④が成立するとき、放物線(2)は 
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したがって、定点 
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,1Q を通る。……(答) 


